
廃プラスチック油化還元装置

株式会社伸光テクノス

高品位で安定した再生油を得るために！！高品位で安定した再生油を得るために！！



１．油化還元装置の特徴

１．付加価値の高い再生油が安定して得られる

熱分解油化の欠点を触媒装置により解決。

熱分解装置では、

 

４～４５の炭素数の油が平均して得られます（ガソリン・灯油・軽油・

重油）、触媒での改質により有価物に適合するA重油留分を多くとることができます。

２．特徴
バッチ・カートリッジ方式（１個の加熱炉で複数の熱分解釜交換方式）の採用により、対象物

の前処理工程を大幅に削減。

従来のバッチ固定型に比べ、カートリッジ方式にしたことで、熱使用時間効率が上り、処理

量の大幅増と対象物投入、残渣物処理の作業時間が大幅に短縮し経済性が格段にアップ。

脱塩素、油化同時処理方法の採用により、若干のPVCの混入可。

３．処理量
カートリッジ（熱分解釜）の容量により、処理量が変わります。

1カートリッジの容量０．２㎥～５㎥までのものがあります。

1カートリッジの処理時間は平均５時間で、１日４回転が可能です。
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２．プラスチックの熱分解炭素数分布



３．生成油品質例

150

200

250

300

350

400

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 95 100

留出量（容量％）

留出温度（℃）

平均灯油

灯油・軽油＝１：３

平均軽油

再生油

生成油物性
１．密度（１５℃）

 
０．８７５９

 
ｇ/ｃｍ３

２．硫黄分（質量）

 
０．０７１％

３．10％残油の残留炭素分（質量）０．０６％
４．引火点（P.M） ７７℃
５．動粘度（３０℃）

 
３．４９６

 
ｍ㎡/s

＜A重油＞
低硫黄のLSA重油は、主として農耕機や、漁業

 
用の中小型船舶の燃料として使用されている。

 
最近では環境問題や大気汚染問題に配慮する

 
ため、ビル、ホテル、寮、学校の暖房・給湯用、

 
食品工場の加熱用、クリーニング工場のプレ

 
ス・温水供給に運用されるボイラーに多く用い

 
られ、農産物用のビニールハウスのボイラー、

 
温風暖房でも使用されています。



４．熱分解油化還元装置原型フロー図
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５．油化還元装置イメージ（バッチ・カートリッジ式）



６．物質収支

物　質　収　支
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残渣率

※

 
ガス

 
；炭素数１～４までのメタン

エタン･ブタン･プロパン等

※

 
液体

 
；炭素数４～２０までの

ガソリン･軽油･灯油が中心

炭素数２０以上重油

※

 
残渣

 
；カーボン等の残渣

（ガス、ガソリン、灯油、軽油、重油の

区別は一般に一分子中の炭素数で区別

されています。）

廃プラスチック油化の得率

廃プラスチック：ＰＥ



樹脂名 略号 比重 用 途 適合性
ポリプロピレン ＰＰ ０．９ 建築材料、機械ｹｰｽ、他 ◎

ポリエステル ＰＳ １．０４ 透明台所用品、TV枠、他 ◎

ポリエチレン ＰＥ ０．９１８ 包装材料、魚網延伸、他 ◎

ＡＢＳ樹脂 ＡＢＳ １．０３～

１．０７

ヘルメット、掃除機、

洗濯機、自動車内装、他
◎

ｵﾌｶﾞｽ対策

ポリウレタン ＰＵＲ １．２０ 家具(机・椅子・事務)他 △油化率悪い

ポリ塩化ビニール ＰＶＣ １．２３～

１．４５

絶縁ﾃｰﾌﾟ、電線、床ﾀｲﾙ

履物、ﾎｰｽ、ﾚｰｺｰﾄﾞ、他
Ｘ○

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ対策

ＦＲＰ ＦＲＰ １．６５～

１．８０

電気関連(ｽｲｯﾁ・ﾌﾞｯｼｭ)
ﾄﾚｲ、家具，建材、他

△
ﾌｧｲﾊﾞｰ除去

７．油化対象物の一般例

※

 

代表的な事例

 

※

 

目安としてください。



８．プラスチックの性質分類
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ポリ塩化ビニール

（ＰＥＴ）

 

ポリエチレンテレフタレート



９．プラスチックの分類
ポリエチレン（ＰＥ）・ポリプロピレン（ＰＰ）

結晶性樹脂

 

ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）・ポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）

汎用樹脂

 

ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）

非結晶性樹脂

 

ポリ塩化ビニール（ＰＶＣ）・ポリスチレン（ＰＳ）

ＡＢＳ樹脂（ＡＢＳ）・ＡＳ樹脂（ＡＳ）･アクリル樹脂（ＰＭＭＡ）

ポリアミド（ＰＡ・ナイロン）

結晶性樹脂

 

ポリアセタール

汎用エンプラ

 

ポリブチレンテレフタラート（ＰＢＴ）

ＧＦ強化ポリエチレンテレフタラート（ＧＦ－ＰＥＴ）

非結晶性樹脂

 

ポリカーボネート（ＰＣ）

エンプラ

 

変形ポリフェニレンエーテル（ｍＰＰＥ）

ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）

結晶性樹脂

 

ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）

液晶ポリマー（ＬＣＰ）・フッ素樹脂（ＦＲ）

特殊エンプラ

 

ポリアリレート（ＰＡＲ）・ポリスルホン（ＰＳＦ）

ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）

非結晶性樹脂

 

ポリアミドイミド（ＰＡＩ）

ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）

熱可塑性ポリイミド（ＴＰＩ）

フェノール樹脂（ＰＦ）･メラニン樹脂（ＭＦ）・ユリア樹脂（ＵＦ）･ウレタン樹脂（ＰＵＲ）

エポキシ樹脂（ＥＰ）・不飽和ポリエステル樹脂（ＵＰ）・アルキド樹脂（ＡＬ）

熱硬化性樹脂

 

シリコーン樹脂（ＳＩ）・ジアリルフタレート樹脂（ＰＤＡＰ）・ポリイミド（ＰＩ）

ポリアミノビスマレイミド（ＰＡＢＭ）・ポリビスアミドトリアゾール（ＢＴ－レジン）など

繊維強化プラスチック（ＥＲＰ）など

熱
可
塑
性
樹
脂



〒４９１－００４３

愛知県一宮市真清田1丁目１－２０

TEL:0586-28-9461  FAX 0586-24-4502

E-mail:info@shinko-mfg.co.jp

URL   :http:www.shinko-mfg.co.jp

営業品目

■

 

廃プラスチック油化還元装置の製造販売

■

 

廃油改質触媒装置の製造販売

■

 

廃食油改質触媒装置の製造販売

■

 

農業用プラスチック乾式処理システムの製造販売

■

 

廃タイヤ乾留油化システムの製造販売

□

 

その他関連装置及びシステムの製造販売

アクセス：

本町1丁目バス停下車すぐ
見える,真清田神社玄関西
の黄色ビル。尾張一宮(JR)
名鉄一宮(名鉄)駅下車徒

 
歩７分

■

株式会社伸光テクノス
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